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■天気図（2 月 2 日～2月 8 日 ※毎日午前 9時を掲載） 

 

【今期間の天候について】 

■気圧配置の特徴 

 2 日、本州南岸を低気圧が東進。午前 9時頃、日

本の南海上で別の低気圧が発生し、夜には低気圧か

らのびる前線と一体化。午後 3時には日本海に二つ

の低気圧が発生。3日、日本海中部を低気圧が発達

しながら東進。別の前線を伴った低気圧は、日本の

はるか東海上へ抜けた。4日、北海道の西を低気圧

が北上、三陸沖に新たな低気圧が発生し、本州付近

は強い冬型の気圧配置へ移行。5日、前線を伴った

低気圧は千島近海へ北上。前線の閉塞点に低気圧が

発生し北進。北海道の西で低気圧がほとんど停滞。

6日、宗谷海峡付近の低気圧の動きが遅く、午後 9

時に北海道の西でほとんど停滞。7日、北海道の西

の低気圧はゆっくり南下。午後 3 時ごろ、日本海西

部の気圧の谷で低気圧が発生し東進。8日、北海道

の西の低気圧は南下を続け、次第に不明瞭化。本州

付近は 4日から 8日にかけて強い冬型の気圧配置が

継続した。 

■降水 

 2 日、本州南岸を進む低気圧の影響で関東南部の

平野部では冷たい雨、奥多摩、箱根などの山沿いで

は雪が降り、積雪となった。3日、上空の強い寒気

の影響と低気圧の接近に伴い、北海道釧路地方の白

糠では 3時間降雪量 25cm を観測、昨冬までの 1位

の値を更新。4日、上空の強い寒気と低気圧からの

湿った空気の影響で、北海道十勝地方帯広で国内歴

代 1 位となる 12 時間降雪量 120cm の記録的な大

雪。5日、日本海側を中心に雪が続き、平地でも積

雪となった。鹿児島では 2 年ぶりに 2cm の積雪とな

り、静岡では初雪を観測。6 日、JPCZ の影響により

北陸地方中心に発達した雪雲が流れ続け、富山市で

は 4 年ぶりに 60cm の積雪深を記録。7 日、JPCZ に

加え、日本海に発生した低気圧の影響により、新潟

市、石川県七尾市で雪が強まり、「顕著な大雪に関

する気象情報」が発表された。8 日、雪の範囲は東

海地方太平洋側にも広がり、名古屋でも積雪を観

測、三重県では大雪警報が発表された。 

■気温 

 2 日、本州南岸を進む低気圧の影響で、関東地方

を中心に厳しい寒さとなった。3日、北陸地方では

日本海の低気圧からの南寄りの風が強く吹き、新潟

で前日より 0.7℃気温上昇、観測史上最も早い春一

番の発表となった。4日、上空の強い寒気の影響で

西日本を中心に厳しい冷え込みとなった。一方低気

圧に近い札幌では、寒気の影響が弱く、最高気温

5℃で 3 月中旬並み。5日、引き続き強い寒気の影

響で冷え込みが厳しく、真冬日観測地点数は今季最

多の 251 地点にのぼった。6日、東京都心では最低

気温-0.6℃で今季一番の冷え込み。横浜(-0.6℃)、

和歌山(-0.4℃)、岡山(-5.0℃)でも今季一番の冷え

込みとなり、横浜、和歌山は今季初の冬日を記録。

7日、引き続き寒気の影響で冷え込みが厳しく、冬

日地点数は 826 地点。8日、西日本から東海を中心

に最高気温が 5℃前後となり、沖縄・那覇市では最

高気温 13.0℃で 15℃に届かず。冬日地点数は今季

最多の 846 地点にのぼった。 
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■今期間（2月 2 日～2月 8日）の天候のまとめ 

 平均気温は、上空の強い寒気が西回りで流れ込み、西日本では平年より 2℃から 3℃近く低くなった。一方、北海道では低気圧からの暖かい空気の影響で平年よ

りも高い所が多く、旭川、網走、釧路では平年よりも 3℃以上高かった。 

 降水量は、今季一番の寒波の影響と、強い冬型の気圧配置が続いたことで、北海道、東北日本海側から北陸にかけて平年より多かった。北海道太平洋側では、上

空の寒気と低気圧の湿った空気の影響が重なり、釧路では平年の 7.7 倍の降水量。雪の続いた新潟、長野、金沢では平年の 1.9～2.5 倍の降水量となった。 

 日照時間は、上空の強い寒気と強い冬型の気圧配置の影響により、関東北部や甲信、北陸を中心に日照時間が少なく、長野では平年のおよそ 3割にとどまった。

西日本でも日照時間が平年より少ない所が多かった。南西諸島でも寒気の影響により曇りや雨の天気が多く、那覇では日照時間が平年の約 6割と少なかった。 

 

■平均気温（℃）と平年差（℃） 

 

 

札幌  -1.5(＋2.0)   旭川  -4.1(＋3.0) 

網走  -2.9(＋3.1)   釧路  -1.4(＋3.7) 

室蘭  -0.8(＋1.4)   秋田   0.1(－0.1) 

仙台   1.1(－0.8)   前橋   2.9(－0.9) 

東京   4.9(－0.6)   長野  -0.7(－0.2) 

新潟   1.8(－0.6)   金沢   2.6(－1.0) 

名古屋  3.5(－1.1)   大阪   4.0(－1.9) 

松江   1.9(－2.3)   広島   2.2(－3.1) 

高知   4.3(－2.4)   福岡   4.1(－2.9) 

長崎   3.7(－3.5)   宮崎   5.6(－2.4) 

鹿児島  5.4(－3.5)   那覇  14.1(－2.8) 

 

■期間総降水量（mm）と平年比（％） 

 

 

札幌   27.5(123)   旭川    6.0( 45) 

網走   12.0(132)   釧路   39.5(775) 

室蘭   26.0(283)   秋田   29.0(115) 

仙台    3.5( 47)   前橋    1.0( 19) 

東京    6.5( 55)   長野   25.0(243) 

新潟   82.5(251)   金沢   90.0(191) 

名古屋  10.5( 93)   大阪    1.5( 13) 

松江   20.5( 69)   広島    3.5( 31) 

高知    1.0(  6)   福岡    3.0( 22) 

長崎   11.0( 65)   宮崎    0.5(  3) 

鹿児島  14.5( 74)   那覇   12.5( 51) 

 

■日照時間の平年比（％） 

 

 

札幌   92   旭川   79   網走   72 

釧路   75   室蘭  106   秋田  145 

仙台  103   前橋   68   東京   86 

長野   29   新潟  113   金沢   64 

名古屋  48   大阪  122   松江   64 

広島   93   高知  104   福岡   75 

長崎   73   宮崎  113   鹿児島  65 

那覇   57 

 

 

 


